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原子気体を用いた研究では多くの場合が二体衝突で描写できるため実験と理論が高精度に一致

し，新奇現象の解明に対して有力な手法である．平面波を誘電体に入射し誘電体/原子界面に誘起

するエバネッセント場を用いて先駆的に利用され 1,2)，電気双極子モーメントに関するナノフォト

ニクスの発展に大きく寄与してきた．多重極子においては，高感度分光法により測定感度を向上

させることで電気四重極子遷移において実験的に実証した 3)．図 1 は全反射において入射角度を

変化させて伝搬光領域（δ < 0）からエバネッセント光領域（δ > 0）での Cs原子遷移強度の測定結

果である．エバネッセント光領域では従来の等方的な電気双極子モーメントから類推される遷移

強度ではなく，異方性を有する多重極子モーメントによる遷移強度と一致し増大することがわか

った 4)． 

一般に異方性を有する固体表面やナノ物質近傍で

はその効果が顕著に表舞台に出てくる可能性が高い．

近年レーザー冷却技術の向上により測定技術が飛躍

的向上し，原子気体の電気双極子遷移を利用したナノ

フォトニクスにおいて研究が始められている 5)． 

	
 我々は近接場中における多重極子相互作用の実証

を目的とし，レーザー冷却原子を使ったエバネッセン

ト場−原子間の相互作用の実験的研究を行っている.

講演では冷却Rb原子のエバネッセント場中において

の電気四重極子遷移に関する実験の進捗状況、および

解析結果をについて報告する. 
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図 1. 規格化された電気四重極子遷移強
度の入射角度依存性．δ > 0でエバネッ
セント光．δ = 0で臨界角． 
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